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長岡工業高等専門学校 

Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

長岡工業高等専門学校 

（２）所在地 

新潟県長岡市西片貝町８８８番地 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科、電気電子システム工学科 

    電子制御工学科、物質工学科 

    環境都市工学科 

専攻科：電子機械システム工学専攻、物質工学専

攻、環境都市工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成19年５月１日現在） 

学 生 数：学 科 1,066人 

      専攻科   77人 

専任教員数：      79人 

助 手 数：      0人 

 

２ 特徴 

 本校は、昭和36年に開学した国立長岡工業短期大学を

前身としており、翌年の昭和37年に発足した高等専門学

校制度による国立高等専門学校第１期校12校の一つとし

て設置され、本年度で創立45年を迎えた。創立当初は、

機械工学科(２学級)、電気工学科、工業化学科の３学科

であったが、その後、技術の進歩や社会的な要請に対応

して学科の新設や改組がなされ、現在では、前述の現況

に示した５学科で構成されている。 

平成12年にこれまでの５年間一貫の技術教育を基礎と

して、より高い技術開発能力を有する実践的技術者の養

成を目的とした専攻科が設置された。専攻科は前述の現

況に示した３専攻から構成されている。 

本校はこれまで、約7,900名の学科卒業生、及び約180

名の専攻科修了生を送り出し、地域のみならず我が国の

産業界から高い評価を得てきた。 

 本校は、創設期より教育の重点項目として、「総合

性」、「独創性」、「自主性」を掲げ、視野の広い教養

豊かな人間性を持ち、自発的、自主的な研究心、研究態

度に裏付けられた総合的な知識、技術を発揮し、社会に

貢献できる実践的工業技術者の養成を教育の目標として

きた。この基本的な方針を基礎に、その後の科学技術の

発展と高度化、環境問題、産業のグローバル化など工学

技術に対する新たな社会的要請を踏まえて、平成14年度

に「人類の未来をきりひらく、感性ゆたかで実践力のあ

る創造的技術者の育成」を教育理念として掲げた。この

教育理念に基づいて、「人間性と倫理観」、「国際的視

野とコミュニケーション能力」、「科学と技術の基礎知

識」、「専門知識と応用力」、「課題解決と技術開発」、

「地域連携と実践力」、「継続的自己啓発」をキーワー

ドとした教育目標を掲げ、21世紀を担う実践的技術者の

育成を図っている。 

このような背景のもとに、本校の特徴を列記すると以

下のとおりである。 

(1) 地域連携・地域貢献 

 地域企業約110社（平成19年５月現在）が会員の長岡

工業高等専門学校技術協力会を平成11年に設立し、本校

の地域共同テクノセンターを中心に受託研究、共同研究、

インターンシップ、リフレッシュ教育など企業との連携

・交流を通じて地域社会の発展に寄与している。また、

県や市主催の公開講座及び研修事業への協力、本校主催

の公開講座、さらに例年50件を超える小中学校への体験

学習（出前授業）など地域社会への貢献を積極的に行っ

ている。 

(2) 教育施設環境 

 本校施設は大きく教室棟、実験・研究棟、学寮棟、課

外活動・学生支援施設からなり、全施設が耐震構造であ

る。全教室、実験室にエアコンの完備、メディア教材に

対応する設備の完備、そして施設全体はバリアフリー化

されている。また、図書館施設としてグループ学習室、

情報検索室を設け、各専門学科には学生研究スペースが

配置され学生に対する学習支援施設体制も充実している。 

(3) 国際交流・留学生受入 

 全国高専の中でも特に多い留学生26名を受け入れてい

る（平成19年５月現在）。また、海外の学校との学術交

流協定に基づき学生並びに教員間の相互派遣を積極的に

行っている。さらに、本校学生の海外派遣研修が平成16

年度以降実施されている。 

(4) 点検評価 

 教育研究・学校運営に関する自己点検は毎年実施され

ている。さらに、自己点検に基づいて、学外有識者から

なる外部評価をおよそ３年毎に実施している。また、学

生による授業評価アンケートの実施とその結果の学内公

開及びFD活動の一環としての授業公開等が行われている。 

なお、本校は平成17年度に工学（融合複合・新領域）関

連分野でJABEEを受審し、認定されている。 
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Ⅱ 目的 

 

本評価における「目的」とは、学則で定められた目的、教育理念、教育理念の下で育成すべき技術者像を

示す教育目標、学習目標及び各学科・各専攻の専門分野の達成目標からなる。 

１ 学則に規定された目的 

準学士課程の目的は、学則第１条に「長岡工業高等専門学校（以下「本校」という）は、教育基本法（昭和

22 年法律 25 号）、学校教育法（昭和 22 年法律 26 号）及び独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15 年

法律 113 号）に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と規定

され、専攻科課程の目的では学則第 40 条に「専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程

度において工学に関する高度な専門知識を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する技術者を養成するこ

とを目的とする。」と規定されている。 

２ 教育理念 

 本校が掲げる教育理念は、「人類の未来をきりひらく、感性ゆたかで実践力のある創造的技術者の育成」で

ある。この教育理念は、自然環境との共生への志向、異文化に対する理解、視野の広い教養豊かな人間性、科

学技術に対する自発的・自主的な探求心、そして実践的問題解決能力が、一層高度化する今後の科学技術社会を

支える技術者に強く求められることを念頭に置いて定められた。 

３．教育目標 

 準学士課程と専攻科課程からなる本校教育全体の教育目標は以下のとおりに設定されている。 

（A） 人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

（B） すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育成 

（C） 早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術者の育成 

（D） 工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

（E） 多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

（F） 地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力ある技術者の育成 

（G） 自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

 学校教育法第 70 条の２に規定されている「深い専門の学芸の教授」については、主に（C）、（D）、（E）、

（G）が対応し、「職業に必要な能力の養成」については、（A）、（B）、（F）が対応している。 

４．学習目標 

 教育目標を踏まえ、目標項目それぞれに準学士課程並びに専攻科課程における具体的学習・教育目標が以下の

とおり設定されている。 

＜準学士課程＞ 

(A)に対応する項目として、(a1) 人文・社会科学に関する基礎知識を学習し理解すること。(a2) 工業技術と社

会、自然環境の係わりについて学習し理解すること。(a3) 技術者として備えるべき社会的倫理を学習し理解す

ること。(B)に対応するものとして、(b1) 日本文化についての知識を身につけるとともに多様な国際文化を理解

すること。(b2) 日本語による卒業研究や実験実習の報告書の作成及び発表・討論ができること。(b3) 多様な国

際文化を理解し、英語による基本的コミュニケーション能力を身につけること。 

(C)に対応するものとして、(c1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する基本的な問

題が解けること。(c2) 工学の基礎知識が実際の技術分野でどのように係わっているかについて学習し理解する

こと。(D)に対応するものとして、(d1) 専門工学の基礎事項について学習し、基本的な問題が解けること。(d2) 

専門分野の問題解決に必要な装置やソフトウェアなどの工学的ツールについて学習し理解すること。(d3) 実験
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実習を通してものづくりの基礎知識と技能を身につけること。(d4) 実験報告書作成を通して、情報技術の習得

及び情報検索能力を身につけること。 

(E)に対応するものとして、(e1) 特定の専門科目だけでなく境界分野科目についても学習し理解すること。(e2) 

与えられた課題に対して、解決するために必要な事柄に対する知識と解決手法を身につけること。 

(F)に対応するものとして、(f1) 企業等での実習体験を通して、技術者としての心構えや必要とされる技術的知

識を理解すること。(f2) 体験報告書を通して、社会に役立つ技術者として備えるべき能力について考察できる

こと。(G)に対応するものとして、(g1) 工学的課題について、必要な情報や資料等を自発的に収集する能力を身

につけること。(g2) 与えられた技術的課題の解決を通して、さらに幅広い技術的知識を得る能力を身につける

こと。 

＜専攻科課程＞ 

(A)に対応するものとして、(A1) 人文・社会科学に関する基礎的な事項について説明できること。(A2) 工業技

術が社会、自然環境や人間に及ぼしている影響について、例を示し説明できること。(A3) 工業技術が地球環境

に及ぼしている影響について、技術者倫理に照らして対応策を提案できること。 

(B)に対応するものとして、(B1) 論理的な文章が書けること。(B2) 日本語による科学技術の報告書の作成及び

発表・討論ができること。(B3) 異なる文化的背景を持つ多様な国際文化を理解できること。(B4) 英語のコミュ

ニケーション能力として基本的な読み取り、聞き取りができること。 

(C)に対応するものとして、(C1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する発展的な問

題が解けること。(C2) 工学の基礎知識が，技術の分野でどのように応用されているかを説明できること。(C3) 

基礎工学の知識を理解し、それらを用いて基本的な問題が解けること。 

(D)に対応するものとして、(D1) 専門工学の知識を理解し、特定の専門分野ごとの代表的な問題を解けること。

(D2) 特定の専門分野の問題解決のために必要な装置やソフトウェアなどの工学的ツールを活用できること。

(D3) ものつくりのために実験・実習で身につけた技術・技能を活用できること。(D4) 問題を解決するために必

要な情報を収集し、解析するための情報技術を使いこなせること。 

(E)に対応するものとして、(E1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、工学的課題の解決方

法を説明できること。(E2) あらゆる制約（時間、設備、資金、人的・物的資源など）を考慮しながら、課題を

解決するための計画を作成できること。 

(F)に対応するものとして、(F1) 企業等での実習体験をとおして、地域社会と産業の要求している内容を把握し

整理できること。(F2) 自分が身に付けた技術的な知識や能力が，地域社会と産業にどのように活用できるかを

説明できること。 

(G)に対応するものとして、(G1) 工学の専門分野における技術的な動向について説明できること。(G2) 工学的

な問題を発見して、その解決に必要な情報や資料を収集し、整理できること。(G3) 技術的な問題の解決のため

に、計画して、実施して、その活動を評価し、改善策を提案できること。 

さらに、準学士課程及び専攻科課程における各学科、各専攻の達成目標も定められている。その内容は以下

のとおりである。 

(1) 準学士課程においては、各学科の主要分野の基礎知識を習得し、それらを各専門学科に関わる様々な問題

解決に応用できる能力を身につけること。 

(2) 専攻科課程においては、準学士課程で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や，他分野と関わ

りを持つ複合的な科目の学習や実験をとおして、それぞれの専攻分野における問題の発見と解決及び研究・開

発に対応できる能力を身につけること。
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選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１．選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

 高等専門学校設置基準第２条第２項は、「高等専門学校は、その教育内容を学術の進展に即応させるため、必

要な研究が行われるよう努めるものとする」と定めている。それを踏まえ、本校では、科学・技術の進展に即応

する形で教育内容を充実させること、地域産業のみならず我が国の産業界への技術的貢献と連携強化を図ること

を目的として研究活動を展開している。同時に、共同研究、受託研究等を積極的に推進し、併せて競争的外部資

金を獲得し、本校の教育研究基盤の安定化を図ることも研究活動に科せられた目的の一つである。これらの目的

を達成するための重点目標は以下の通りである。 

 

（１）研究活動に裏付けられた学生に対する教育内容の充実 

（２）共同研究等と専攻科特別研究のコラボレーションによる実践的教育の充実 

（３）共同研究、受託研究及び技術相談による地域を含む産業界への貢献と連携強化 

（４）競争的研究資金の獲得による教育研究環境の充実 

 

- 4 -  



長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

２．選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点 A-1-①： 高等専門学校の目的に照らして、研究体制および支援体制が適切に整備され機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

（１）研究活動に裏付けられた学生に対する教育内容の充実 

 ここで該当する研究活動は、準学士課程の卒業研究、専攻科課程の特別研究が中心となる。本校に

おける教員の研究分野は、地域共同テクノセンターから教員プロフィール集として毎年発行され、こ

れを元に長岡高専 Web サイトで公開されている（資料Ａ－１－①－１）。卒業研究は、準学士課程に

おいて機械工学科、電気電子システム工学科、電子制御工学科、物質工学科、環境都市工学科の５学

科で、特別研究は、専攻科課程において電子機械システム工学専攻、物質工学専攻、環境都市工学専

攻の３専攻科で、教員１人当たり卒業研究で３～５名、特別研究では１～３名と少人数で行われてい

る。実施された研究テーマは、研究紀要に一覧表でまとめて公表されている（資料Ａ－１－①－２）。 

 研究の成果として、卒業研究は年度末に卒業研究発表会が学科ごとに開催されている。また、特別

研究は、専攻ごとに長岡高専技術協力会との共催で学外を会場に開催されている（前出資料５－７－ 

① －２）。 

（資料Ａ－１－①－１） 

 

（出典：長岡高専 Web サイト抜粋、http://www.nagaoka-ct.ac.jp/kigyou/soran/kikai.shtml）
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（資料Ａ－１－①－２） 

(次頁へ続く) 
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（資料Ａ－１－①－２ 続き） 

以下略、 

 

以下略、 

（出典：研究紀要抜粋、第 42 巻第２号 平成 18 年 10 月） 
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（２）共同研究等と専攻科特別研究のコラボレーションによる実践的教育の充実 

 高専は、設立以来地域との連携を重視してきた。本校でも平成 14 年に地域共同テクノセンター

（以下、テクノセンター）を設置し、本校が蓄積してきた技術開発や研究成果を地域社会に還元し、

「地域に貢献する長岡高専」の実現を推進する拠点となることを目的にしており、その組織は資料Ａ

－１－①－３に示した通りである。テクノセンターの管理運営は、「長岡工業高等専門学校地域共同

テクノセンター管理運営規程」（資料Ａ－１－①－４）に沿って行われており、事務処理は総務課が

担当している。 

 テクノセンターでは、共同研究や技術相談を行うことにより、地域の技術力を高め、地域産業の活

性化を助長し、地域の経済力の向上に資するため、新潟県中越大震災以降、新３号館２階にワイヤー

放電加工機、レーザー加工機、走査型電子顕微鏡、NMR 装置等の大型分析機器類を導入・整備してい

る（資料Ａ－１－①－５）。また、専攻科の特別研究には、共同研究のテーマも取り入れられ、学生

が共同研究者として研究に取り組んでいる例もある（資料Ａ－１－①－６）。 

（資料Ａ－１－①－３） 

組織 

 

主な業務  

• 民間、公的機関等との共同研究・受託研究の実施  

• 技術相談  

• 技術セミナー、技術研修会、公開講座等の開催  

• 施設利用  

• 地域産業界との連携、協力  

• 学内共同研究、教官研究・特別研究の推進  

• 卒業研究のテーマの公募、受け入れ調整  

広報等  

• 地域共同テクノセンター広報誌「悠久の風」の発行 

 年１回１月に発行し、関係機関、企業等に配布し、ＰＲに努め、 次年度以降の共同研究、卒

業研究等の計画立案に資する。  

• 協力教官のプロフィール集（悠久の風別冊）の発行  

（出典：長岡高専 Web サイト、地域共同テクノセンター） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－①－４） 

長岡工業高等専門学校地域共同テクノセンター管理運営規程（抜粋） 

 

平成14年12月６日 制  定

最近改正 平成17年４月１日

 

（目的） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則第

５条に規定する地域共同テクノセンター（以下「テクノセンター」という。）は、産業界を対象

とした共同研究及び研究交流を推進することにより、長岡工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）の 教育研究の進展に寄与するとともに地域社会における技術開発及び技術教育の振興に

資することを目的とし、その管理運営については、この規程の定めるところによる。 

  （業務） 

第２条 テクノセンターは、次に掲げる事項をつかさどる。 

一 産業界との共同研究及び技術相談等に関する事項 

二 技術セミナー、技術講演会及び技術研修会に関する事項 

三 学内共同研究等に関する事項 

四 公開講座等に関する事項 

五 テクノセンターの設備整備に関する事項 

六 その他テクノセンターの管理運営上必要と認める事項 

（部門） 

第３条 テクノセンターの目的を達成するため、次の部門を置く。 

一 地域交流部門 

二 共同研究部門 

三 技術教育部門 

四 管理・事務部門 

（部門長） 

第４条 部門長は、前条各号に定める部門ごとにテクノセンター長が推薦し、校長が任命する。 

２ 部門長の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

３ 部門長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員会） 

第５条 テクノセンターの管理運営に関する事項を審議するため、地域共同テクノセンター運営委

員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

以下略、 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－①－５） 

 

 （出典：2007 学校案内 p.3） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－①－６） 

平成１８年度共同研究 

No. 民間機関 研究題目 教員名 

１ 

 

Cu2ZnSnS4(CZTS)薄膜太陽電池の発電効率向上とプロセス再現性向上 

電気電子システム工学科 

教授 

片桐 裕則 

流体振動利用方式小型発電装置の試作 

電子制御工学科 

助教授 

梅田 幹雄 

機械工学科 

助教授 

山岸 真幸 

空間音響における伝達関数の線形性に関する研究 
電気電子システム工学科 

助手 

矢野 昌平 

安全な次世代ロボットシステムに向けてパワエレ技術及び制御技術の

開発に関する研究 

電気電子システム工学科 

助教授 

宮崎 敏昌 

スパッター法による希土類ドーピング ZnO/Si の形成と発光特性評価 

電気電子システム工学科 

教授 

山崎 誠 

生理活性を有するフッ素置換ポルフィリンの合成とそれを利用したヘ

ム蛋白の構造一活性相関の解明 

物質工学科 

助教授 

鈴木 秋弘 

フェムト秒レーザーによるガラス基板へのマイクロホールの形成 

 

電気電子システム工学科 

助手 

竹内麻希子 

２ 

 

２ タ ー ゲ ッ ト 同 時 照 射 パ ル ス レ ー ザ ー 堆 積 法 に よ る

（Ba,Sr)Al2O4:Eu,Dy 系新蛍光材料の開発 

 

電気電子システム工学科 

教授 

片桐 裕則 

 

民間機関名は削除。以下略、 

 

【H19 年度専攻科特別研究テーマ一覧】 

専攻科２年生 特別研究テーマ名 指導教員

風間　力 卓上用形彫放電加工機の製作 山田　隆一

小林　悠太 自励振動する多関節平板による風力発電 河田　剛毅（*山岸真幸）

牛膓　彰 放電プラズマ焼結を利用したポーラスAｌ合金の組織と圧縮特性 青柳　成俊

土田　雅子 ボールエンドミルによるハイポイドギヤの歯切り法に関する研究 廣川　純夫

前田　龍 多関節平板の一様流中における振動特性の解明 吉野　正信（*山岸真幸）

村井　慎太郎 小径分離２軸の光学式軸心調整システム 山田隆一

阿部　剛志 パルスレーザー光による電子材料の精密微細加工 中村 奨

松永　和彦 ガマットマッピングに関する研究 小林 和久

斉藤　元希 同時蒸着法による超高品質CZTS薄膜の作 片桐　裕則

田原　将巳 硫化法によるCZTS太陽電池の高効率化 片桐　裕則

丸山　康弘 メルト法によるCZTS結晶の作製 片桐　裕則、大石　耕一郎

高橋　利典 2軸加速度センサによる移動物体の位置推定装置の開発 宮崎　敏昌

加藤　良 ニューラルネットを用いた顔領域の検出 岡田　清

【電子機械システム工学専攻】

専攻科２年生

*山岸先生：長野高専へ交流異動

 

以下略、 

（出典：総務課資料、専攻科委員会資料） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（３）共同研究、受託研究及び技術相談による地域を含む産業系への貢献と連携強化 

共同研究、受託研究及び技術相談等については、資料Ａ－１－①－７のように、テクノセンター

Web サイトにもわかりやすく公表されており、その詳細は、項目ごとに以下の規程集にまとめ整備さ

れている。そして、本校と地域産業界を結ぶパイプ役として、「長岡工業高等専門学校技術協力会」

が設置されており、様々な交流事業が行われている。 

①共同研究： 民間の企業や公的機関と長岡高専で共通の研究テーマを分担して実施する研究。（資

料Ａ－１－①－８） 

②受託研究： 民間の企業や公的機関が長岡高専の教員に委託して実施する研究で、研究に必要な経

費は委託者が負担するもの（資料Ａ－１－①－９）。 

テクノセンター及び技術協力会の存在は、長岡高専 Web サイト（資料Ａ－１－①－１０）のほか定期

刊行物「悠久の風」において公表され（資料Ａ－１－①－１１）、種々の活動が展開されている。 

 

（資料Ａ－１－①－７） 

共同研究 

 

受託研究 

 

技術相談 

 長岡高専では，各学科で教員が教育と研究に携わっており，それぞれの分野で，外部からの相談

に応じたり，情報の提供を行います． 

（出典：長岡高専 Web サイト、地域共同テクノセンター） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－①－８） 

独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校共同研究取扱規程（抜粋）

平成 18 年 12 月 21 日 制定

（目的） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）における企業等（民

間企業、その他独立行政法人国立高等専門学校機構以外の外部の機関又は個人をいう。以下同じ。）との共同研究

の取扱いについては、独立行政法人国立高等専門学校機構共同研究実施規則（平成 16 年規則第 46 号）その他法

令に基づく特別の定めのあるもののほか、この規程の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この規程において「共同研究」とは、本校において企業等に属する研究者（以下「共同研究員」とい

う。）及び研究経費を受け入れて、本校の教員（以下「共同研究担当者」という。）が共通の研究課題について、

共同して行う研究をいう。 

（共同研究の受入れ） 

第３条 共同研究は、当該研究が本校の教育研究上有意義であり、かつ、本校の教育研究に支障が生ずるおそれが

ないと認められるものであることとする。 

（経費の負担） 

第４条 本校は、本校所有の施設・設備を共同研究の用に供するとともに、本校の共同研究担当者の人件費、当該

者が使用する本校の施設・設備の維持管理に必要な経常経費を負担するものとする。 

２ 企業等は、前項により本校が負担するもののほか、共同研究のために必要となる謝金、旅費、消耗品費、備品

費等の研究費（以下「共同研究費」という。）を負担するものとする。 

３ 本校は、共同研究の遂行に必要な経費を適切に分担する観点から、必要に応じ、予算の範囲内で、前項の共同

研究費の一部を負担することができる。 

（共同研究における設備等の取扱い） 

第５条 企業等から納付された共同研究費により、新たに取得した設備等の所有権は、特段の定めがない限り本校

に帰属するものとする。 

２ 本校は、共同研究の遂行上必要な場合には、企業等から共同研究費のほか、その所有する設備等を受け入れる

ことができるものとする。 

３ 前項により企業等の所有の設備等を受け入れた場合には、本校が別に定める規程に基づき、管理するものとす

る。 

（共同研究の受入の手続き） 

第６条 本校で共同研究を実施しようとする企業等は、共同研究申請書（別紙第１号様式）を校長に提出しなけれ

ばならない。 

２ 企業等は、前項の申請書の提出にあたり、あらかじめ共同研究担当者と協議するものとする。（共同研究受入

の決定） 

 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－①－９） 

独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校受託研究取扱規程（抜粋）

平成 18 年 12 月 21 日 制定

（目的） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）における受託研究の

取扱いについては、独立行政法人国立高等専門学校機構受託研究実施規則（平成 16 年規則第 47 号。以下「受託

研究規則」という。）その他法令に基づく特別の定めのあるもののほか、この規程の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この規程において「受託研究」とは、独立行政法人国立高等専門学校機構以外の者から委託を受けて業務

として行う研究で、これに要する経費を受託研究の申込者（以下「委託者」という。）が負担するものをいう。 

（受入れの条件） 

第３条 受託研究は、当該研究が本校の教育研究上有意義であり、かつ、本校の教育研究に支障が生じるおそれが

ないと認められるものであることとする。 

２ 受託研究の受け入れるにあたっては、次の各号に掲げる条件を付すものとする。 

一 受託研究は、委託者が一方的に中止することができないこと。 

二 受託研究の結果、知的財産権等（特許権、実用新案権、意匠権、商標権及びこれらの権利を受ける権利並びに

著作権等をいう。）の権利が生じた場合には、これを委託者に無償で使用させ、又は譲与することができないこ

と。 

三 受託研究に要する経費（以下「研究経費」という。）により取得した設備等は、原則委託 者に対し、これを返

還しないこと。 

四 天災その他やむを得ない事由により受託研究を中止し、又はその期間を延長する場合においても、委託者の損

害に対し本校はその責を負わないこと。また、原則として既に納入され、受託研究に費やされた納入金は委託者に

対し全部を返還しないこと。ただし、特に必要があると認める場合には、不用となった経費の全部又は一部を返還

することができること。 

五 委託者は、受託研究に要する経費を当該研究の開始前に納入すること。ただし、複数年度 契約で研究費を分割

納入する場合は、初回分を開始前に納入し、次回分以降は各回の納入期限までに納入すること。 

３ 前項に定めるもののほか、校長が必要と認めた条件については、別に加えることができる。 

４ 校長は、委託者が国の機関若しくは公社、公庫、公団等政府関係機関、地方公共団体又は独立行政法人である

場合には、契約担当役と協議の上、第２項第３号及び第５号の条件を付さないことができる。 

（申込み及び受入れの決定） 

第４条 受託研究の申込みをしようとする者は、受託研究申込書（別紙第１号様式）を校長に提出しなければなら

ない。 

２ 校長は、前項に定める受託研究申込書を受理したときは、受託研究を担当する教職員（以下「研究者」とい

う。）及び研究者の所属する学科長等の意見を聴取し、適当であると認めるときは、企画運営会議の意見を聴取

し、受入れを決定する。ただし、特別の事情が認められず速やかに決する必要がある場合においては、事後に意見

を聴取することができるものとする。 

 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

 

 （資料Ａ－１－①－１０） 

 

長岡工業高等専門学校技術協力会 

 

 

（出典：長岡高専 Web サイト、http://www.nagaoka-ct.ac.jp/chiiki/cooperation.html） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－①－１１） 

機関誌「悠久の風」表紙 

 

 

（出典：長岡高専テクノセンター機関誌「悠久の風」平成 19 年度版第３号） 

 

（４）競争的研究資金の獲得による教育・研究環境の充実 

 共同研究、受託研究にかかる外部資金の受け入れ体制、規定は、上記（３）で示したとおりであり、

この他に民間の企業や個人から、学術研究の奨励や教育の振興を目的とする寄附金を受け入れる体制

として、奨学寄附金の制度を整備している（資料Ａ－１－①－１２）。 

（資料Ａ－１－①－１２） 

奨学寄附金 

 

（出典：長岡高専 Web サイト、地域共同テクノセンター） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

 これらの研究資金に関連する活動を支援する事務部としては、総務課が担当し、上記以外の科学研

究費補助金、外部研究費募集情報、研究関連情報は、総務課から全教員宛にメールで情報を流し、外

部資金獲得の機会を広げるとともに申請時の事務的手続き等のバックアップを行っている（資料Ａ－

１－①－１３）。 

 

（資料Ａ－１－①－１３） 

教  員 

技術職員  各位 

 

いつもお世話になっております。企画・情報係の荻野です。 

機構本部より公募情報メールマガジンが届きました。 

転送いたしますので、御覧ください。 

*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+* 

 国立高等専門学校機構 公募情報メールマガジン 

このメールは、高専に配置されている文部科学省産学官連携コー 

ディネーターの協力のもと、各高専へ配信しております。 

※公募情報は変更される場合もありますので、詳細については 

  募集機関にお問い合わせください。 

*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+* 

★事業補助、委託事業 

制 度 名： 原子力人材育成プログラム 

（文科省の事業） 

① 原子力研究促進プログラム 

     大学 ５件程度 

     高専 ４件程度 

② 原子力研究環境整備プログラム 

    大学 ２件程度      

③ 原子力教授人材充実プログラム 

    大学 ４件程度 

    高専 ２件程度 

（経産省の事業） 

④ 原子力教育支援プログラム 

⑤ チャレンジ原子力体感プログラム 

⑥ 原子力の基盤技術分野強化プログラム 

 

募集機関：文部科学省、経済産業省 

以下略、 

（出典：学内メール抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 卒業研究（準学士課程）、特別研究（専攻科課程）及び、地域共同テクノセンターの設置による民

間企業をはじめとする学外機関との共同研究、受託研究、技術相談・支援等の体制が、組織及び施設

両面から整備されている。よって、本校の研究の目的を達成するための研究体制及び支援体制は、適

切に整備され機能している。 
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観点Ａ－１－② 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校における研究活動の重点目標は、先にも示したが以下のとおりである。 

（１）研究活動に裏付けられた学生に対する教育内容の充実 

（２）共同研究等と専攻科特別研究のコラボレーションによる実践的教育の充実 

（３）共同研究、受託研究及び技術相談による地域を含む産業系への貢献と連携強化 

（４）競争的研究資金の獲得による教育・研究環境の充実 

上記、（１）研究活動に裏付けられた学生に対する教育内容の充実における活動の成果については、

各教員の論文発表、学協会での口頭発表数等から判断できる（資料Ａ－１－②－１）。これらの成果

は、卒業研究、特別研究を通した教育活動の一環の成果でもあり、特に専攻科学生が共著者となって

いる論文、口頭発表は、年度末に専攻科特別研究要旨集（資料Ａ－１－②－２）にまとめられている。

学生の中には、学会の表彰を受けている例もある（資料Ａ－１－②－３）。 

 

（資料Ａ－１－②－１） 

学科別の著書・論文等発表件数 

 
学 科 区 分 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 

著書・学位論文  ２ １ １ ３ 

原著論文  ６ １ ２ １５ 

口頭発表  １１ １２ １４ １０ 
一般教育科 

その他（特許含む） ８ ６ １４ ２４ 

著書・学位論文  ０ １ １ １ 

原著論文  ９ ３ ５ ９ 

口頭発表  １１ １９ １４ ３０ 
機械工学科 

その他（特許含む） １ １ ０ ６ 

著書・学位論文  ０ ０ ０ １ 

原著論文  ２ ４ ３ ４ 

口頭発表  １８ ２４ ３３ １１ 

電気電子システム工学

科 

その他（特許含む） １ ０ ２ ０ 

著書・学位論文  １ ０ ０ ２ 

原著論文  ８ ３ １３ ６ 

口頭発表  １９ ２４ ３１ ３７ 
電子制御工学科 

その他（特許含む） ８ ３ ４ ８ 

著書・学位論文  １ ２ ０ ０ 

原著論文  １２ １１ １０ ７ 

口頭発表  ２２ ２４ １９ ２５ 
物質工学科 

その他（特許含む） ４ ２ ７ ２ 

著書・学位論文  １ ０ １ １ 

原著論文  １４ ２１ １３ １２ 

口頭発表  ５５ ５０ ３８ ３７ 
環境都市工学科 

その他（特許含む） ３ １６ １１ ２０  

（出典：平成18年度自己点検資料集p.81） 
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（資料Ａ－１－②－２） 

（出典：平成18年度専攻科特別研究要旨集 p.170） 
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長岡工業高等専門学校 選択的評価事項A 

（資料Ａ－１－②－３） 

 

 

（出典：平成17年度専攻科ニュース、2008長岡高専専攻科案内） 

 

 以下の（２）～（４）の研究活動の重点目標に対する成果は、相互に関連しており、関連資料をま

とめて示す。 

（２）共同研究等と専攻科特別研究のコラボレーションによる実践的教育の充実 

（３）共同研究、受託研究及び技術相談による地域を含む産業系への貢献と連携強化 

（４）競争的研究資金の獲得による教育・研究環境の充実 

 資料Ａ－１－②－４に示すとおり、共同研究、受託研究、寄附金及び科学研究費の受け入れ件数、

受入金額とも平成16年10月の中越大震災による影響を除けば、研究活動実績は回復・活性化し純増傾

向にあることがわかる。 
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（資料Ａ－１－②－４） 
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（次頁へ続く） 
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（資料Ａ－１－②－４ 続き） 

 

 寄附金 
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 科学研究費補助金 
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（出典：総務課資料） 

  

 

上記資料の詳細は、資料Ａ－１－②－５に示した。テクノセンター、技術協力会を通じた活動の成

果もあり、共同研究、科学研究補助金等は前年度を大きく上回っている。また、資料Ａ－１－②－６

には技術相談の受け入れ状況を抜粋したが、年間 20 数件の依頼を受けており、このような地道な支

援活動の状況からも、地域に必要な存在であり、地域の活性化にも寄与していることがわかる。 
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（資料Ａ－１－②－５） 

 

 

（出典：地域共同テクノセンター年報、「悠久の風」第 4 号から抜粋） 
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（資料Ａ－１－②－６） 

 技術相談の受け入れ状況 

 

以下略、 

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 研究活動が活発に実施されており、その教育研究成果は論文誌、学会発表等の形で公表されている。

また、専攻科学生をはじめ学科５年生も特別研究、卒業研究という形で研究に参加しており、学生に

よる論文誌及び学会発表等も行われている。中には、企業等との共同研究にも関わるなど、研究の目

的の一つでもある、企業とのコラボレーションによる実践教育が行われており、教育活動にも十分還

元されている。 

 共同研究、受託研究などの地域社会との連携は、地域共同テクノセンターが窓口となり、長岡高専

技術協力会のバックアップを受けながら行われている。これらの活動に加え、科学研究費補助金の採

択率も上がり、外部資金の獲得も純増傾向にあり、研究の目的に沿った成果が上がっていることがわ

かる。 

 上記の結果は、個々の研究活動もさることながら、技術相談等の地道な支援活動が実を結んだもの

でもあり、地域における中核的研究機関として、評価されている現れと考えられる。 
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観点 A-1-③ 研究活動などの実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され

機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校における研究活動は、各学科、各専攻主導で実施されており、個別の問題については、必要に

応じて学科会議、教務委員会、専攻科委員会及び教員会議で検討されている。また、共同研究、受託

研究等の地域との連携等の問題については、地域共同テクノセンター運営委員会があたっている（前

出資料Ａ－１－①－３）。 

 本校における総括的な問題点の把握・改善には、自己点検・評価委員会があたり、当然研究活動の

点検及び評価も実施している。その評価結果として、年度毎に報告書（資料Ａ－１－③－１）の取り

まとめ、報告会を開催している。これらの活動は、「長岡工業高等専門学校自己点検及び評価実施要

項」（資料Ａ－１－③－２）に規定されている。さらに、定期的に外部評価（前出資料５－５－③－

２）を実施することが、「長岡工業高等専門学校外部評価実施要項」（資料Ａ－１－③－３）に定め

られており、第２条第三号には「研究活動に関すること」とあり、外部有識者による点検・評価を受

けることになっている。 

 

（資料Ａ－１－③－１） 

長岡工業高等専門学校教育・研究に関する点検・評価・改善システム 

 

教育・研究に関する
点検・評価・改善システム

教育・研究に関する
点検・評価・改善システム

Check

Plan

D
o

A
ct

io
n

各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター
地域共同テクノセンターなど
年度計画案の作成

外
部
評
価
委
員
会

年度計画に基づいて
各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター
地域共同テクノセンターなど
年度計画の実施

各種データ、アンケート（外部評価含む）
に基づく、各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター等による
点検・評価（報告書案の作成）

校長

校長、企画運営会議、
将来計画委員会
で点検・評価・改善報告書
原案の検討と報告書策定

校長、
企画運営会議、
将来計画委員会
で年度計画の策定

自己点検評価検討委員会資料（H19.4.27)

年度計画の策定
（自己点検評価検討

委員会）

点検・評価報告書案
の検討（分析と改善案）
点検・評価・改善報告書
の原案作成
（自己点検評価検討委員会）

自己点検評価
報告書の最終
策定及び公開

点検・評価
改善勧告

 

（出典：平成 19 年３月企画運営会議資料抜粋） 
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（資料Ａ－１－③－２） 

長岡工業高等専門学校自己点検及び評価実施要項（抜粋） 

平成５年３月 16 日制定

最近改正平成 10 年１月 29 日

（趣旨） 

第１条この要項は、長岡工業高等専門学校（以下「本校」という）における教育研究活動等の状況並びに在り方等

に関し、本校として実施する点検及び評価について必要な事項を定めるものとする。 

（点検・評価項目） 

第２条点検及び評価項目は、別表のとおりとする。 

（検討委員会） 

第３条本校に自己点検・評価検討委員会（以下、「検討委員会」という）を置く。 

２ 委員会に関する事項は、別に定める。 

（学科等における点検及び評価） 

第４条学科等の主任又は、各種委員会の委員長等は、校長の諮問に応じ、当該学科等の所掌に属する項目に関し、

点検及び評価を行うものとする。また、必要に応じ学科等間の連絡調整を行うものとする。 

（点検・評価の実施） 

第５条点検及び評価は、継続的に行うものとする。 

（評価結果の活用） 

第６条校長は、検討委員会及び学科等において検討された点検及び評価結果については、教育研究等の改善にこれ

を反映させるものとする。 

 

----------中略---------- 

別表 

点検及び評価項目 

Ⅰ 教育理念・目標等 

（略） 

Ⅱ 教育活動 

（略） 

Ⅲ 研究活動 

○ 構成員による研究成果の発表状況 

○ 学会活動への参加状況 

○ 共同研究等の実施状況 

○ 教員の研修の実施状況 

○ 教員の学位の取得状況 

○ 研究費の財源（学外からの資金の導入状況、科学研究費補助金の採択状況等） 

○ 研究費の配分方法 

○ 研究誌の発行状況と編集方針 

 

以下略、 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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（資料Ａ－１－③－３） 

長岡工業高等専門学校外部評価実施要項（抜粋） 

平成１５年３月２０日

校  長  裁  定

（趣旨） 

第１条この要項は長岡工業高等専門学校（以下、「本校」という。）における教育研究活動等について、外部の有

識者による評価、提言に基づき、本校における教育研究の改善、改革の推進を実施するに必要な事項を定めるもの

とする。 

（委員会） 

第２条本校に次の各号に掲げる事項を評価するため外部評価委員会（以下、「委員会」という。）を置く。 

一教育理念、教育目標及び将来構想に関すること 

二教育活動に関すること 

三研究活動に関すること 

四学生生活に関すること 

五社会との連携に関すること 

六国際交流に関すること 

七学校管理運営に関すること 

八教育研究施設設備に関すること 

九その他委員会が必要と認める事項 

以下略、 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 学生に関しては、卒業研究、特別研究における２回の発表会を通じて、研究の進捗状況、研究成果

が把握され、担当教員は元より、他の教員による支援体制も整っている。特に、専攻毎に開催される

専攻科特別研究発表会には、技術協力会の分科会会員にも案内が送付され、広く情報交換、地域企業

との交流がなされている（前出資料５－７－①－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 研究活動は、各学科、各専攻、一部では学科・専攻を横断する形で実施されている。そこで発生す

る問題点等は、関連する会議、委員会が担当し、改善に努めている。そして、それらの活動を総合的

に把握するのが、自己点検・評価検討委員会であり、その評価項目にも規定してある通り、研究活動

の実態、実績、及び問題点の把握・改善の役割を担っている。評価は継続的に実施されており、検討

された点検及び評価結果は、教育研究の改善に反映されている。また、外部有識者による評価、提言

も行われており、本校における教育研究の改善にも寄与している。 

 学生の研究発表を通して、技術協力会との協力体制も確立されており、広く情報交換、交流が実施

されている。 

 以上より、研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制は整備され、機

能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 教員の研究活動の目安となる著書、論文等の発表件数は、年々増加する傾向が伺えたが、平成 16

年 10 月の中越大震災のため、一時的に落ち込み、横ばい状態となった。しかし、その後、平成 17，

18 年度には、研究活動実績は回復し、再び増加傾向にあり、研究活動は活性化している。 

 共同研究、受託研究、寄附金及び科学研究費補助金による外部資金の獲得も純増傾向にあり、研究

活動の活性化に比例した実績があがっている。 

 本校と地域との連携の核となる地域共同テクノセンターは、プロジェクト研究として薄膜太陽電池

に関するテーマで NEDO 受託研究に採択されている。また、地域産業との共同研究、受託研究、組込

ソフト人材の育成事業等、本校主催の公開講座、ながおか市民大学講座への参画、長岡市活性化協議

会（NAZE）との交流をはじめとして、多くの優れた活動を行っている。 

 

（改善を要する点） 

 実用新案や特許件数は、知的財産に関する保護、創出等の法的整理が整ったにも関わらず１件と不

調であった。知的財産に対する知識と意識の高揚を高める努力が必要である。 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

 教員による専門分野の研究活動をはじめ、卒業研究（準学士課程）、特別研究（専攻科課程）及び、

地域共同テクノセンターの設置による民間企業をはじめとする学外機関との共同研究、受託研究、技

術相談・支援等の体制が、組織及び施設両面から整備されている。 

 研究成果は論文誌、学会発表等の形で公表されており、専攻科学生をはじめ学科５年生も特別研究、

卒業研究という形で研究に参加し、学生による論文誌及び学会発表等も行われている。中には、企業

等との共同研究にも関わるなど、研究の目的の一つでもある、企業とのコラボレーションによる実践

教育が行われており、教育活動にも十分還元・活用されている。 

 共同研究、受託研究などの地域社会との連携は、地域共同テクノセンターが窓口となり、技術協力

会などの研究支援組織ともしっかり連携体制が取れ、機能している。また、技術相談など、地道な地

域支援活動も行っている。これらの活動に加え、科学研究費補助金の採択率が上がり、外部資金の獲

得も純増傾向にある。 

 現在、地域共同テクノセンターは、プロジェクト研究として薄膜太陽電池に関するテーマで NEDO

受託研究に採択されている。また、地域産業との共同研究、受託研究、組込ソフト人材の育成事業等、

本校主催の公開講座、ながおか市民大学講座への参画、長岡市活性化協議会（NAZE）との交流をはじ

めとして、多くの優れた活動を行っている。  

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的は概ね達成されている。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

高等専門学校が担うべき教育活動のひとつとして、本校の施設設備を有効に活用し、また、本校教員の教育資産・

専門知識を活かし、地域の市民に学習機会を提供することが構想できる。本校は、既に昭和59年に「長岡工業高等専

門学校公開講座規程」を定めてより、社会貢献の一環として、本校の知的資源の活用による、校外者を対象とした教

育活動を展開してきた。近年、いよいよ高まりつつある市民の学習意欲及び産業界の要請等に鑑みるに、本校が地域

社会の一員として、正規課程以外の教育活動によって果たすべき責務はますます大きくなったといえる。公開講座等

による生涯学習と連動した学習機会の提供、地域活性化への一助としての技術講座の開講、地域の年少者に対する理

工系分野の啓蒙活動等、地域社会へ向けた多様な教育サービスを、本校は行い得るし、また、現に推進している。そ

こで、地域とともにある高等教育機関として、本校は「正規課程の学生以外に対する教育サービス」の目的を以下の

とおりに定める。 

  

（１）一般市民や企業技術者を対象とした公開講座･技術講座などの開講による地域社会への貢献。 

（県･市などの公的機関の主催事業への連携･協力･支援の推進を含む。） 

 

（２）小中学生を対象とした明快かつ高度な理工系分野の公開講座や特別授業などの開講による地域社会への貢献。

（県･市などの公的機関の主催事業への連携･協力･支援の推進を含む。） 
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学

生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校にあっては、公開講座に関する規程(資料Ｂ－１－①－１）が定められており、それに基づ

いて教育サービスが展開されている。規定の内容は本評価事項の目的として掲げた内容に合致して

いる。 

(資料Ｂ－１－①－１) 

長岡工業高等専門学校公開講座規程（抜粋） 

   

(出典:長岡工業高等専門学校規程集) 

 

本校が実施した公開講座の件数を過去４年に遡ってまとめた表が資料Ｂ－１－①－２である。毎

年コンスタントに開講され、受講者数も増加傾向にあることがわかる。平成 18 年度の開講は６件

で、資料Ｂ－１－①－３は、その一覧である。 

(資料Ｂ－１－①－２) 

公開講座の開催状況 

     

(出典: 平成 18 年度自己点検･評価報告書) 
   

(資料Ｂ－１－①－３) 

平成 18 年度 公開講座、地域連携活動等の状況（技術協力会関係は除く） 

      

(出典:平成 18 年度 自己点検･評価報告書) 
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  上表のうち「ながおか市民大学」とあるのは、長岡市（長岡市中央公民館）との連携講座であり、

本校は毎年積極的･計画的に同講座に参画している。また、表中№１「子供サイエンス～」は文部

科学省委託の大学等開放推進事業(大学 Jr.サイエンス)への応募企画で小中学生対象の講座、№６

「クリーンエネルギー～」は本校独自企画で、中学生対象の講座である。「ながおか市民大学」は

本事項の目的(１)(２)のいずれにも適う企画であり、他の２件は主に(２)の 「小中学生を対象と

した明快かつ高度な理工系分野の公開講座や特別授業などの開講による地域社会への貢献」に沿っ

た企画である。 

  これらの公開講座は長岡市の広報誌等に掲載されるとともに、小中学校へ要項等が送付され、ま

た本校公式 Web サイト（資料Ｂ－１－①－４～５）に掲載されて、周知が図られている。 

  なお、平成 19 年度には、一般市民向けの人文･社会科学系の公開講座(ながおか市民大学、10～

11 月)も開講される予定である。 

 

 

(資料Ｂ－１－①－４) 

公開講座｢親と子の理科工作教室｣(ながおか市民大学) 

   

 

(出典:長岡高専 Web サイト) 
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(資料Ｂ－１－①－５) 

左･公開講座｢子どもサイエンス～からだの中をのぞいてみよう～｣(Jr.サイエンス) 

右･公開講座｢クリーンエネルギー,バイオテクノロジーを体験しよう｣(中学生のための公開講座)

   

(出典:長岡高専 Web サイト) 

 

  上記公開講座の実施･推進には、本校地域共同テクノセンターの力に与るところが大きい。地域

共同テクノセンターは、また、本校技術協力会と連携して、企業技術者を対象とした技術講座(講

習会)を開いており、平成18年度は５件が実施された。これらは、本事項の目的(１)｢一般市民や企

業技術者を対象とした公開講座･技術講座などの開講による地域社会への貢献」に適った企画であ

る(資料Ｂ－１－①－６)。 

(資料Ｂ－１－①－６) 

技術講座(講習会の実施) 

    

(出典:長岡高専 Web サイト) 
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  本事項の目的(２) ｢小中学生を対象とした明快かつ高度な理工系分野の公開講座や特別授業の開

講による地域社会への貢献｣に適った活動としては、さらに｢体験学習｣を挙げることができる。｢体

験学習｣は、小中学生を対象に、工学への関心を喚起し、科学の面白さを味わわせることを狙いと

して実施されている。本校が設定した学習テーマの中から希望するテーマを選んでもらう形で行わ

れ、小中学校からの要請があり次第、教員を派遣するか、もしくは小中学生が本校を訪れるかして

授業が行われる。学習テーマは、例年４月に県下小中学校へ送付し、また長岡高専 Web サイトに掲

載し、周知を図っている。「体験学習」は実施要領(資料Ｂ－１－①－７)に基づいて計画的に展開

されており、平成 18 年度は、学習テーマが 37、実施が 46 回であった(資料Ｂ－１－①－８～９)。 

(資料Ｂ－１－①－７) 

平成 18 年度体験学習実施要領（抜粋） 

 

 ※従来の「出前授業」と「中学生の本校訪問（体験学習）」を合わせた形で実施するものである。 

   １ 目的 

    県内小・中学生に対し、本校教員による体験学習の機会を提供することにより、本校に対するより 

一層の理解を深めてもらうことにより、入学者志願状況の改善を図ることを目的とする。また、理 

工離れの傾向にある小・中学生に工学に対する興味を持ってもらい、科学の面白さを体感してもら 

うことを目的とする。 

   ２．内容 

     教員から、小・中学校の総合学習等の時間を利用した体験学習として対応可能なテーマを登録し 

てもらい、これを県下全小・中学校に提示し、利用してもらう。 

   ３．実施方法 

    （１）本校教員に対し、体験学習テーマを募集する。 

    （２）教員から提出のあったテーマを｢平成１８年度長岡工業高等専門学校体験学習一覧 

表」として登録する。 

    （３）一覧表を４月中に県下全小・中学校へ発送するとともに、本校ＨＰに掲載する。 

    （４）体験学習申込みのあった小・中学校と当該教員で打合せのうえ実施する。 

 

(出典:学生課資料) 

 

(資料Ｂ－１－①－８) 

平成 18 年度体験学習テーマ一覧 

No. 学科名 教員名 テーマ名 

1 機械工学科 山田 隆一 歩くロボットとアーム型ロボットの仕組みを探る 

2 機械工学科 河田 剛毅 環境に優しい熱機関「スターリングエンジン」 

3 機械工学科 河田 剛毅 
熱と空気のおもしろ実験 ～目に見えない力や 

ちょっと不思議な現象を体験しよう～ 

4 機械工学科 吉野 正信 エンジンはなぜ力が出るの？ 

5 機械工学科 青柳 成俊 アルミニウム缶リサイクルと金属のおはなし 

6 機械工学科 宮下 幸雄 くっつけてみよう 

（次頁へ続く） 
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7 機械工学科 宮下 幸雄 材料が壊れるのはなぜ？ 

8 電気電子システム工学科 山﨑 誠 身の回りで活躍する半導体とその不思議な能力 

9 電気電子システム工学科 矢野  昌平 「３Ｄサウンド」 

10 電気電子システム工学科 矢野  昌平 
「電子ブロックを使って、自分だけの電子機器を作ろ

う！」 

11 電子制御工学科 高橋 章 インターネットのマナーと安全性 

12 電子制御工学科 高橋 章 コンピュータはどうやって動いているか 

13 電子制御工学科 梅田 幹雄 光と色の不思議 

14 電子制御工学科 梅田 幹雄 リモコン光信号を解読せよ！ 

15 物質工学科 粟野 一志 楽しい科学実験 

16 物質工学科 鈴木 秋弘 化学のふしぎ実験教室 

17 物質工学科 荒木 秀明 極低温（マイナス 196℃）の世界を体験しよう！ 

18 物質工学科 荒木 秀明 電池や水素エネルギーについて知ろう 

19 物質工学科 丸山 一典 偏光膜を使った光の実験 

20 物質工学科 坂井  俊彦 環境・エネルギー問題と光触媒・新型太陽電池 

21 物質工学科 田﨑 裕二 遺伝子と DNA のお話 

22 環境都市工学科 宮腰 和弘 まちづくりと環境問題 

23 環境都市工学科 井林 康 信濃川に新たな架け橋を！ 

24 環境都市工学科 塩野 計司 ウルトラ・ウィンド（空気砲を作って、実験） 

25 環境都市工学科 塩野 計司 地震と震災 

26 環境都市工学科 田中 一浩 光で測る － ハイテク測量の体験 

27 環境都市工学科 佐藤 國雄 コンクリートの作り方 

28 環境都市工学科 佐藤 國雄 コンクリートに鉄筋を入れるわけ 

29 環境都市工学科 佐藤 和秀 地球はこんなにすばらしい！（地球と人類の話） 

30 環境都市工学科 佐藤 和秀 
地球の内部を探検する（地震と大陸移動と地球内部の

歴史の話） 

31 環境都市工学科 佐藤 和秀 気象はおもしろい未知の世界（気象と天気予報の話）

32 環境都市工学科 佐藤 和秀 
酸性雨とオゾンホールは地球を滅ぼすか？（大気汚染

の話） 

33 環境都市工学科 佐藤 和秀 未知の大陸 南極と私達（南極の話） 

34 環境都市工学科 佐藤 和秀 地球は熱くなるか（気候変動の話） 

35 環境都市工学科 佐藤 和秀 あなたも南極観測隊に参加できる 

36 環境都市工学科 佐藤 和秀 水は世界をめぐる（水と地球環境の話） 

37 環境都市工学科 佐藤 和秀 なぜ勉強するのか？（科学する心、生きる心） 
 
(出典:学生課資料→この表に、対象学年･受入可能人数･実施可能時期などを付加したものが、長岡

高専 Web サイトに掲載されている。) 
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(資料Ｂ－１－①－９) 

平成 18 年度体験学習実施実績（抜粋） 

No. 日 学校 学年 テーマ 学科 教官 

1 
平成 18 年 6 月 8

日 

長岡市十日町小

学校 
5・6

未知の大陸 南極と私達

（南極の話） 

環境都市工学

科 
佐藤和秀 

2 
平成 18 年 6 月 8

日 

長岡市十日町小

学校 
5・6

地球はこんなにすばらし

い！（地球と人類の話） 

環境都市工学

科 
佐藤和秀 

3 
平成 18 年 5 月

17 日 

長岡市立寺泊中

学校 
3 

極低温(マイナス 196℃）

の世界を体験しよう！ 
物質工学科 荒木秀明 

4 
平成 18 年 5 月

17 日 

長岡市立寺泊中

学校 
3 「３Ｄサウンド」 

電気電子シス

テム工学科 
矢野昌平 

 

（ 中 略 ） 

 

43 
平成 18 年 12 月

8 日 

新潟市立茨曾根

小学校 
6 

熱と空気のおもしろ実験

～目に見えない力やちょっと

不思議な現象を体験しよう 

機械工学科 河田剛毅 

44 
平成 19 年 1 月

14 日 

長岡市立黒条小

＋NPO にいがた

エジソン学園 

4 ～

中 3 

アルミニウム缶リサイク

ルと金属のおはなし 
機械工学科 青柳成俊 

45 
平成 19 年 1 月

25 日 

魚沼市立入広瀬

小学校 
5･6 

地球はこんなにすばらし

い！（地球と人類の話） 

環境都市工学

科 
佐藤和秀 

46 
平成 19 年 1 月

31 日 

長岡市立川崎小

学校 
4 

化学のふしぎ実験教室

（色いろの化学） 
物質工学科 鈴木秋弘 

 

体 験 学 習 の 授 業 風 景 

    

       Ph の測定（2001.10）          空気砲の製作（2001.10） 

 

(出典:学生課資料、写真は長岡高専 Web サイト 環境都市工学科) 

 

  以上のほかに、本校では、中学生を対象とした｢一日体験入学｣を実施している。入学者確保も念

頭に置いた企画であるが、工学の面白さを実感させることを目的としており、本事項の目的と合致

する催しである。平成 18 年度は、13 テーマの体験学習が実施された(資料Ｂ－１－①－10～11)。 
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(資料Ｂ－１－①－10) 

平成 18 年度一日体験入学パンフレット 

    

 

(出典:一日体験入学パンフレット) 
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 (資料Ｂ－１－①－11) 

平成 18 年度一日体験入学体験学習テーマ一覧 

機械 

①金属の不思議－すずの溶解と鉄の焼入れから学べること－ 

②環境に優しい熱機関「スターリングエンジン」を体験しよう 

③パソコンの中をのぞいてみよう 

電気電子システム ①わくわく電子工作 

電子制御 

①プログラミングを体験しよう 

②ロボットで遊ぼう 

③ＤＣモータを作ろう 

④パソコンで温泉たまご 

物質 

①光の色 

②手鏡の作成 

④色ガラスの作製に触れてみよう 

環境都市 
①コンクリートをぶっ壊せ 

②水道水の「つくり」方 
 

(出典:総務課資料) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスは、概ね計画的に実施されている。一般

市民を対象とした公開講座や企業技術者を対象とした講習会等が、地方公共団体等と連携して、あ

るいは本校独自の企画として実施されている。また、小中学生向けの公開講座や特別授業は、活発

に展開されている。本事項の目的に沿った活動がなされているとみなせる。 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっている

か。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

  平成 18 年度の本校の公開講座の受講者総数は 182 名であった。前出資料Ｂ－１－①－２が示す

とおり、講座数は前年度と同じ６講座、受講者数は前年比で 65 名の増加である。 

  受講者数の増加は、一日体験入学の場合も同様で、資料Ｂ－１－②－１が示すとおり、平成 18

年度は前年比で 91 名の増加となった。また、｢体験学習｣の件数は、平成 16 年度が 31 件、17 年度

が 49 件、18 年度が 46 件と推移しており、地域の小中学校の総合学習等のコンテンツとして定着

していることが窺える。 

(資料Ｂ－１－②－１) 

平成 18 年度一日体験入学参加者数 

年 度 生 徒 保護者等 計 

平成 18 年度 211 名 78 名 289 名 

（参考：H17 年度） 155 名 43 名 198 名 
 

(出典:総務課資料) 
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 公開講座等に際しては、次回以降の参考とするために、しばしば受講者に対するアンケート調査が

なされている。資料Ｂ－１－②－２～３は、公開講座「からだの中をのぞいてみよう」・同「クリー

ンエネルギー、バイオテクノロジーを体験しよう」のアンケート結果のとりまとめである。 

 

 

(資料Ｂ－１－②－２) 

公開講座「からだの中をのぞいてみよう」アンケート結果まとめ 

（回答/参加者：14/20） 

   

 

    

 

(出典:総務課資料) 
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(資料Ｂ－１－②－３) 

公開講座「クリーンエネルギー、バイオテクノロジーを体験しよう」 

アンケート結果まとめ（回答/参加者：19/19） 

 

  

   

(出典:総務課資料) 

上記のアンケートからは、参加者のほとんどが講座に満足していることが読み取れる。同様に、

一日体験入学の参加者の満足度も高い。資料Ｂ－１－②－４が示すとおりである。 
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(資料Ｂ－１－②－４) 

平成 18 年度 一日体験入学アンケート集計結果【生徒用】（抜粋） 

参加者：211 名   回答者：196 名   回収率：93％ 

（４） 今日の一日体験入学は、進路選択の参考になりましたか。 人  数 

  A たいへん参考になった 108 

  B かなり参考になった 76 

  C わからない 0 

  D その他 2 

    無回答 12 

２

（１） 
実験・実習の内容について（生徒のみ回答） 人  数 

  A よく理解できた 130 

  B 簡単すぎた 3 

  C やや難しかった 49 

  D 非常に難しかった 4 

    無回答 10 

２

（２） 
実験・実習の説明及び指導について（生徒のみ回答） 人  数 

  A たいへん分かりやすかった 100 

  B 分かりやすかった 75 

  C やや分かりにくかった 2 

  D 分かりにくかった 2 

    無回答 17 

 

【保護者・引率教員用】（抜粋） 

参加者：78 名   回答者：67 名   回収率：86％ 

（４） 今日の一日体験入学は、進路選択の参考になりましたか。 人  数 

  A たいへん参考になった 41 

  B かなり参考になった 19 

  C わからない 2 

  D その他 2 

    無回答 3 
 

(出典:総務課資料) 
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  一日体験入学に対する満足度の高さは、資料Ｂ－１－②－５に示すように、アンケートの自由記

述による感想からも見て取れる。 

(資料Ｂ－１－②－５) 

平成 18 年度 一日体験入学アンケート自由記述欄【生徒用】（抜粋） 
 

・広かった。校舎がとても整備されていてキレイだった。（５名） 

・とっても楽しかったです。ありがとうございました。（３名） 

・生徒たちも校内を見たり、寮を見たりしたかった。 

・おもしろい実験が多く楽しかったです。 

 

平成 18 年度 一日体験入学アンケート自由記述欄【保護者・引率教員用】 

（抜粋） 
 

・暑い中、丁寧な説明をありがとうございました。 

・パワーポイントを使用した説明はそれぞれの科ともわかりやすいものだった。 

・大変素晴らしい学校で感動しました。是非、次の学園祭にも来たいと思っております。 

・校舎が全て新しく、驚きました。震災大変だったのだと感じ、復興のご心労を思いました。 

・施設が素晴らしく、こんなところで学校生活を過ごせたら良いと思いました。ありがとうございました。

・説明が本当にすばらしく、わかりやすい。 

・佐渡から参加しました。学校のアドミッションポリシーが佐渡島内の高校と比べるととても刺激的で大学

の説明会のようでした。本人は理科・数学にとても関心があるようなので、ぜひ受験させたいです。 

・施設、先生方と生徒にとって教育環境はとても恵まれていると思いました。（できたら、私が入りたいく

らいです。）もし、自分の子供が進路を決めるときに、今日くらいの体験入学の知識があったら、絶対に

勧めていました。落ち着いてじっくり理論を探って勉強ができる所だと思いました。丁寧な準備、説明で

とても良いと感じました。また、生徒への実験器材などとても有難い配慮だと思いました。 

朝、臨時バスの出発場所がわからず、乗車できませんでした。担当の堀さんが、親切に再度運行の手はず

を整えてくださいました。丁寧に対応してくださる貴学の職員の方の姿勢に感服です。生徒のみならず我

が子も安心して預けられます。職員の皆様、ありがとうございました。準備、さぞかし大変でいらしたと

拝察いたします。 

 

(出典:総務課資料) 
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 ｢体験学習｣に関しては、アンケート調査を行ってはいないが、既述の実施件数は地域の小中学校

から好評を持って迎えられていることの証左といえる。教員を派遣した小中学校からは、児童・生

徒の手による礼状がしばしば届いている。その中で、承諾を得て長岡高専 Web サイトに掲載したも

のを資料Ｂ－１－②－６として掲げる。 

(資料Ｂ－１－②－６) 

 

赤倉小学校は，生徒が２人だけの小さな小学校です。 

 

２年生の和也さんは，大きな，力づよい字で次のよ 

うに書いてくれました： 
 
きのう，ながおかかから，さとう先生がきて，ゆき 
のはなしをしてくれました。 
 はじめに，人げんとさるのはなしをしてくれまし 
た。つぎに，ゆきのけっしょうのはなしをしてくれ 
ました。さいごに，なんきょくにいったときのふく 
をきせてくれました。 
 そのふくは，ぶかぶかでした。それに，ごうとう 
みたいなぼうしもかぶらしてもらいました。 
 ぼくは，なんきょくは，とてもさむいんだなと思 
いました。 
 
 
５年生の駿一さんは，整った，読みやすい字で次の  
ように書いてくれました。 
 
 雪の話を教えてもらったよ 
 昨日，ぼくは長おかの工学部の先生に雪のことを教えてもらいました。ぼくがその中で一
番よく覚えているのは，雪のけっしょうのことです。すごくきれいだったし，英語の二みた
いな形や，すなどけいのような形もありました。ぼくは，こんなおもしろい形があるなんて
しらなかったので，ビックリしました。 
 二番目は，なんきょくにいったときの服を着せてもらったときのことです。上着は重い
し，手ぶくろが二重で，ぼうしも目しか出せないと言ってたので，すごくさむいところなの
だと思いました。だって，なんきょくでの気温はマイナス二十度から三十度ぐらいだと言っ
てたからです。すごく大変なところだと思いました。 
 ぼくは，今回，雪のことを勉強して，雪の悪いところも分かったけど，よいところや，け
っしょうが見れたり勉強できたし，服などが着れてとても楽しかったです。また，機会があ
ったら勉強したいです。 
 さとう先生，ありがとうございました。 
 

(出典:長岡高専 Web サイト 環境都市工学科) 
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前述の公開講座・体験学習等への参加者数の動向及び参加者の満足度に照らすならば、（個々の

教員レベルでさらなる内容充実を期して研鑽に励むべきは当然のこととして）、組織的に改善を加

えるべき必要性は、現時点では低い。ただし、改善のためのシステムは用意されており、機能して

いる。主に入学者対策委員会及び教務委員会が、年度毎の活動を踏まえて、改善点が認められる場

合に改善方針を策定している。平成 18 年度は、入学者対策委員会が、従来「出前授業」「出張授

業」等、名称が揺れていた活動の呼称を「体験学習」に統一し、さらに｢中学生の本校訪問(体験学

習)｣と統合して、制度の効率化を図った。同委員会議事要旨（資料Ｂ－１－②－７）を以下に添付

する。 

 

(資料Ｂ－１－②－７) 

平成１７年度第９回入学者対策委員会議事要旨 

日 時   平成１８年３月１０日（金）１３：３０～１４：３０ 

場 所    ゼミ室 

出席者    吉野委員長、高橋委員、矢野委員、細貝委員、井林委員、学生課長、 

学務第一係長、学務第二係長 

議 事 

１．（省略） 

２．体験学習について 

委員長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、以下のとおり修正したうえで、全教員宛にメール

でテーマ募集することとした。なお、募集文書に、様式類はサイボウズに掲載してあること、本年度の出前

授業一覧についてはホームページを参照するよう記載することとした。 

・従来の出前授業を受入れも含めて名称変更したことがわかるように、３.実施方法の※印で記載した内容

を表題の次に記載する。 

・報告書に代えて復命書を提出する場合は、サイボウズの電子申請で作成したものを印刷して提出する。 

・体験学習登録シート中、「受入可の場合は○」欄に受入可能数を( )書きで記載してもらう。 

(出典:平成 17 年度第９回入学者対策委員会) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  本校の公開講座等による活動の成果は上がっている。また、改善のためのシステムも機能してい

る。公開講座･体験学習等の参加者数は増加傾向にあり、また実施件数も安定した数で推移してい

る。アンケート等の結果に照らしても、参加者の満足度はかなり高いと判断できる。内容面での改

善点は今のところなく、制度の効率化に関しての改善が、担当委員会の主導で行われている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

  技術者や一般市民を対象とした教育サービスが地域に受け入れられ、定着している。また、小中

学生向けの教育サービスが特に充実しており、地域に広く受け入れられている。 

 

 

（改善を要する点）  

  特になし。 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本校は、正規課程の学生以外に対する教育サービスに係る目的として、以下の二つを掲げている。 

①一般市民や企業技術者を対象とした公開講座･技術講座などの開講による、地域社会へ貢献。 

②小中学生を対象とした明快かつ高度な理工系分野の公開講座や特別授業などの開講による、地

域社会への貢献。 

  前述の目的に沿って、本校は、公開講座・技術講習会・体験学習等を実施している。地方公共団

体等との連携企画及び本校の独自企画を併せて、平成18年度は、公開講座６件、技術講習会５件、

体験学習46件、そして一日体験入学を実施した。 

  上記の活動への地域の市民及び小中学生等の参加者の数は、増加傾向にある。またアンケート結

果等によるならば、参加者の満足度も高いと見なし得る。現時点において、本校の活動は地域社会

の支持を十分に得ており、地域とともにある高等教育機関として認められていると判断してよい。 

  なお、上記活動に関する改善システムも、担当委員会の主導で機能しており、実績を上げている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

  目的は達成されている。目的の達成状況は良好である。 
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